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私たちが,ここで取 り扱うのは,その整合領域間の界面 (整合欠陥,略 して tDC"と呼ぶ)
であり,このDCが様々なパターンを提供してくれる｡
私たちは,今回のコンピューターシミュレーションをドメイン構造をもっパターンの運動を
再現するものとしてとらえており,他の物質にも適用できると信じている｡
私たちは,パターンの運動方程式を導出する基礎としてTDGIJ方程式を採用し,それに情
報の縮約という操作をし,パターンの運動方程式を得た｡その詳細については,K.Kawasaki,
Ann.Phys.(N.Y.)154(1984)319を見てもらうことにして,ここでは,DCとDI｣(転位 )
-904-
